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食
糊
笹
川
制
陛
を
守
る
金
水
川
腿
大

■
■
■
函
■
Ⅳ
ｒ
Ｐ
９
ｆ

会
は
二
月
八
日
、
金
木
小
学
校
で
附
か

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
金
木
町
と
町
内
の
股
業

団
体
な
ど
が
共
雌
で
開
い
た
も
の
で
、

会
場
に
は
「
食
管
堅
狩
」
を
染
め
ぬ
い

た
ハ
チ
マ
キ
礎
の
町
腿
六
両
人
か
錐
ま

り
鉱
勢
を
ｋ
げ
ま
し
た
。

大
会
は
午
後
一
時
か
ら
始
ま
り
、
三

ｔ
町
長
と
成
川
膿
業
委
凸
会
腫
の
挨
拶

会
場
に
は
「
食
管
堅
狩
」
を
染
め
ぬ
い
で
縦
蜥
に
入
り
、
「
食
符
制
皮
を
堅
狩
力
の
食
洲
岻
地
と
し
て
の
発
股
を
川
押

た
ハ
チ
マ
キ
礎
の
町
腿
六
両
人
か
錐
ま
し
、
米
斐
の
輸
入
を
川
止
し
よ
う
」
な
し
な
い
政
箙
を
と
る
こ
と
」
の
大
会
決

り
鉱
勢
を
ｋ
げ
ま
し
た
。
ど
六
噸
川
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
議
文
を
、
今
（
久
）
町
縦
灸
腱
林
附
任
委

大
会
は
午
後
一
時
か
ら
始
ま
り
、
三
し
、
雌
産
打
代
衣
の
小
川
内
淵
一
郎
氏
凸
長
か
大
会
江
湖
を
剛
統
し
、
花
川
眼

上
町
長
と
成
川
膿
業
委
凸
会
腫
の
挨
拶
ら
六
人
の
各
界
代
衣
か
ら
、
「
生
産
者
議
会
識
風
、
三
ｋ
股
協
巾
央
会
長
、
陳

に
生
唯
費
と
所
得
を
袖
償
し
、
川
町
縦
会
縦
艮
か
激
励
の
唖
蟠
を
述
べ

【
食
管
を
守
る
町
民
大
会
Ⅱ
挨
拶
し
た
。
ら
が
激
励
の
．
．
：
川
葉
を
お
く
り
、
沸
瀬
の

し
て
い
る
の
は
三
上
町
瞠
】
式
は
・
一
正
町
民
、
中
村
教
今
法
子
（
の
り
こ
）
さ
ん
が
「
大
人
と

六
百
人
が
気
勢
を
上
げ
る

の
あ
と
、
中
村
金
木
股
協
細
合
侭
か
悩

勢
繩
告
を
行
な
い
ま
し
た
ｃ
こ
の
あ
と

議
隆
団
に
中
村
股
堆
委
凸
会
長
代
剛
、

脇
神
喜
良
巾
農
協
組
合
長
、
中
谷
へ
瞬
）

川
、
土
地
改
良
区
叫
邪
の
三
人
を
逃
ん

ー

合
云

壱
日
一 言大

わが岡における食粉問迦はその冊給
1劃か内地にl!j限されて以来20敬年、漸
くにして食淵!雌保のj,LIMI'l<｣典{ﾉ|冒が進I戎
されI111ﾉ11'I給が実現したことは、、の
施曜とIM.政の人lll投入もさること午ら
臘業伎術のJ1lllすべき進歩と|'|然父(象

に支えられたﾉlﾘ唯衿股災の典“なる努
力'鮮の結IIIIIIであるc

しかるに、米の締結緩和か殊更にIW.f
仏され、II嫁財政の〃甥から股業およ
び阿民俳椚の現火を照視した{|ill度改IK
かなされようとしている。

われわｵlはこのようなきびしい怖勢

のもとで|刑かれた水火会において現付

食禰;制度を1職牡、良19的食f,|政醜の

し
て
の
画
任
を
川
勉
－
し
、
郷
ｔ
の
た
め

Ｎ
の
た
め
が
ん
ば
り
ま
す
。
」
と
郷
い

の
耐
紫
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
、
昨
年
の
卜
・
・
川
に
川

Ⅲ
好
作
洲
ら
と
収
判
ア
ジ
ア
を
硯
察
し

て
き
た
水
虻
久
・
・
氏
の
把
念
柵
汕
か
あ

り
ま
し
た
。

金
木
町
で
は
今
年
人
人
の
仲
間
入
り

し
た
の
は
鬼
汀
じ
↑
六
人
で
、
Ⅲ
両
卜

六
人
、
女
Ⅳ
バ
ト
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
成
人
式
に
川
附
し
た
の
は
Ⅶ

六
１
二
人
、
友
八
’
七
人
で
し
た
。

|封Wを沢縦［ ナー
『･一分

ここにわれわれはｲﾐ町腿--．丸となっ

て迎励することを獅い、も=〕て現行食
獅制I班をI糊l『せ/Lとす愚ものであるこ
と在1.〔‘;する。

||Hf1144ｲli2)j8II

食管制度を守る金木町民大会
【成人式に出席した人々】

』
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凸
⑪

－
１
１ 小

川
川
土
地
改
良
跳
梁

の
進
腱
に
即
応
し
て
、
統

一
し
た
受
入
れ
体
制
（
土

地
改
良
区
）
の
樵
附
碓
立

が
必
典
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
新
た
に
小
川
川
土
地

改
良
区
を
投
立
す
る
こ
と

に
な
り
、
関
係
荷
か
そ
の

准
術
作
業
に
入
り
ま
し

た
。

金
木
町
に
は
現
征
、
金

【
申
請
人
組

申
請
人
決
ま
る

年
度
内
認
可
を
目
標

ロ

｡T･,"'､
、｡U

【■'50

句~季

艮
留
吋
矧

6

織

会
一 零

件

心

司、マ
ヒ＝

■

b 木
、
藤
枝
、
川
愈
の
三
つ
の
土
地
改
良

区
か
あ
り
ま
す
か
、
そ
の
関
係
面
戟
は

約
六
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
加
入
組
合

風
は
お
よ
そ
七
○
○
人
と
な
っ
て
お

り
、
大
半
は
二
十
余
の
任
恵
水
利
組
合

へ
の
分
散
加
入
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
た
か
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
小
川

川
土
地
改
良
邪
業
に
よ
っ
て
生
じ
る
施

投
の
維
持
箇
理
や
負
担
金
の
賦
拠
徴
収

に
不
邪
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
投
の

土
地
改
良
区
に
関
係
の
な
い
地
域
で
新

た
に
一
つ
の
土
地
改
良
区

を
新
設
し
、
こ
の
新
設
さ

れ
た
土
地
改
良
区
と
金
木

藤
枝
、
川
な
の
三
つ
の
ｔ

地
改
良
区
を
合
併
し
て
金

木
町
一
本
の
土
地
改
良
区

に
す
る
榊
想
で
す
。

土
地
改
良
区
の
設
飯
は

十
五
人
以
上
の
関
係
者
が

叩
術
人
と
な
り
、
全
関
係

者
の
三
分
の
二
以
上
の
刷

恵
を
と
っ
て
雌
矧
堺
に
投

立
の
叩
諦
を
し
て
悶
叫
を

受
け
る
た
て
Ⅱ
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

新
た
に
股
虻
す
る
小
川

川
土
地
改
良
区
の
関
係
折

は
お
よ
そ
一
二
○
○
人
と

見
ら
れ
て
お
り
、
没
硴
Ⅲ

諦
人
は
、
符
水
利
川
体
呼

か
ら
推
せ
ん
の
あ
っ
た
次

の
方
女
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。

中
村
健
司
・
白
川
雅
五

郎
・
白
川
竹
治
・
白
川
定
道
・
吉
田
与

七
郎
・
沢
川
茂
太
郎
・
白
川
千
代
作
・

石
戸
谷
秀
雄
・
津
岫
源
太
郎
・
津
島
幸

雄
・
工
藤
清
蔵
・
加
藤
良
成
・
白
川
嘉

四
太
郎
・
白
川
政
択
郎
・
占
川
川
五
郎

津
川
脈
次
郎
．
尚
川
又
昭
・
瀧
励
俊
雄

湫
局
流
一
郎
・
加
藤
叩
爾
・
前
出
礼
之

助
・
伽
川
纈
庭
術
・
水
村
金
利
・
沢
田

茂
・
伊
藤
消
慈
・
成
川
脾
臓
・
蛸
局
茂

作
・
鴫
海
蝿
行
・
沢
川
川
珊
・
津
田
良

治
・
小
川
内
列
治
・
平
川
久
次
郎
・
川

海
徳
四
郎
・
沢
川
稚
八
郎
・
今
兵
四
郎

鰍
川
係
巾
・
秋
村
紬
太
郎
・
川
小
熊
四

郎
・
古
川
角
雄
・
古
川
沸
之
助
・
今
与

之
助
・
仰
方
服
犬
・
内
川
油
右
ェ
門
・

新
岡
消
士
・
圏
阿
与
助
・
占
川
巾
四
郎

古
川
洩
四
郎
・
今
暇
成
・
帆
川
政
太
郎

米
谷
浦
・
岡
川
孝
一
・
桑
川
一
生
・
今

米
萢
郎
・
陳
″
浦
八
郎
・
藤
本
秀
雄
・

伊
丸
岡
政
美

山
術
人
は
二
月
卜
八
日
役
賜
で
会
議

を
附
き
、
今
後
刀
Ⅱ
繩
を
紙
し
合
っ
た

結
染
、
二
月
二
卜
八
Ⅱ
設
立
申
請
の
公

併
を
し
、
三
月
始
め
頃
か
ら
川
腫
の
と

り
ま
と
め
に
入
り
、
三
月
未
唄
叩
請
沓

を
蝶
へ
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

金
木
町
体
″
つ
く
り
推

施
乖
離
惑
肇
祥
涯

実
斜
雛
撫
漣
糀
剰

の
日
卜
を
行
な
い
ま
す
。

ト
ー
Ｒ
Ｊ
こ
の
テ
ス
ト
は
三
十
歳

１

ス
月
腱
辮
峨
鱈
脈
腱

一
プ
ｑ
ｕ
と
を
対
象
に
、
日
附
生
活

の
堪
水
と
な
る
体
″
を
確

拾
”
か
め
て
、
雌
雌
に
川
傭
を

体
も
っ
て
化
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
行
な
う
も

の
で
す
。

所
得
税
の
申
告
は

三
月
十
五
日
（
土
）
ま
で

所
掃
税
の
碓
疋
叩
併
と
、
州
７
税
の

申
告
は
、
ど
ち
ら
も
：
・
川
’
五
Ｍ
ま
で

で
す
。
申
告
期
限
が
辿
り
ま
す
と
、
税

務
料
の
州
談
窓
川
も
大
変
混
雑
し
、
Ⅲ

借
に
つ
い
て
ｌ
分
な
州
淡
か
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
早
Ⅱ
に
州
談

確定申告忘れずに

提出期限は

を
し
て
叩
併
、
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。ま

た
、
所
押
税
、
州
リ
税
の
納
税
も

三
川
’
五
Ⅱ
ま
で
で
す
か
、
一
腿
に
納

税
で
き
な
い
と
き
は
、
延
期
に
よ
り
分

け
て
納
税
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
か
ら

早
川
に
叩
杵
し
て
納
祝
の
乎
統
き
を
と

る
こ
と
か
必
典
で
す
。

（
五
所
川
原
税
務
署
）

~
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金
木
町
特
別
職
報
酬
群
瀞
議
会
（
近

藤
元
二
会
長
）
で
は
二
月
十
三
Ⅱ
、
役

助
会
縦
型
で
会
議
を
開
き
、
町
腿
か
ｂ

諮
問
さ
れ
て
い
る
三
役
及
び
町
縦
会
談

員
な
ど
の
報
酬
に
つ
い
て
稀
縦
し
た
紹

果
、
町
長
の
給
与
を
現
在
の
月
額
九
万

円
か
ら
十
一
万
五
千
円
に
、
助
役
七
刀

円
か
ら
九
万
五
千
円
に
、
収
入
役
六
万

円
か
ら
八
万
五
千
円
に
、
間
定
置
雌
梛

伽
幽
五
万
円
か
ら
六
万
五
千
円
に
、
瀧

口
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
縦
踵
二
万
三

千
円
か
ら
二
万
五
千
Ｎ
に
、
刑
縦
隆
二

万
一
千
円
か
ら
二
万
四
千
円
に
、
談
幽

二
万
円
か
ら
二
万
三
千
門
に
、
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
る
よ
う
答
叩
を
出
し
ま
し

た
。
ま
た
実
施
時
期
は
昭
和
川
十
川
年

蛎騨瀧誉嬢篭 報
酬
の
引
き
上
げ
を
答
申

特
別
職
報
酬
審
議
会

2月16日～3月15日

市町村の行なう催しに萩極的に参加しまし

ょう。

◎出かせぎは正しい手続きで。
出かせぎ先で、貨金不払いや、行方不明群いろい
ろの問題がおきていますか、このほとんどか、安
定所やIIj町村を通さすに紬1kや手配illli禅のあっせ
んで就職しているﾉjに多いﾂﾉです⑥
安心して側くことか出来、家族皆か安心して制』,〕：
を'K]:れるよう、安定所や市町村出かせぎ相談所を
通して、条件をハッキリさせて就職することです

今年の出かせぎは

安定所や出かせぎ卿1談而の手を通して川かけ
ましょう。

「グループ」でiﾘ}るい川かせぎをいたしまし
ょう。

◎若い方は.．．……常用就職でしあわせを.／

将来のしあわせな生活を送るために、出かせぎで
なく･州f川就職をしましょう。どこの'IV業iﾘrでも、
みなさんのすぐれた若いﾉJを端川として採川を蝋
んでいます｡(ｲ11談はいつでも安定所でノ

◎日本万国博へ協力しましよう旬
大阪で|)Mかれる刀国|叩随会の会場工リド・関述［郡
か、土木、型枠火_L(ビル処‘没）を求めています。
くわしいことは安疋所または巾町村･の窓口へc

◎家族みんながいつも一緒に.……・・
家族ぐるみの県外移転就職のおすすめ

出かせぎをやめて、思いきって他ﾘ｢Iへ移住し、そ
こで1礫I脈へ家族ともども伽め、みんなか年II!そ
ろってくらせる家族ぐるみの移転枇職をおすすめ
します。
今までに1y森ﾘIL内で(II{{和41年4ノJから)LIUj(、
神奈川、人阪などへ15011i猫のﾉ〆が移!|賦枇職し
ています。収入(ﾉjJ)下取湘)は本人一人だけの稼
働では35,000～40､0001'｣位、奥さんの助合は15,0
0011｣位です。住'七は、雁川促進住'七(21IM、ハス、
トイし付)、1“．ヴrのｲf'壱の|!jれかか利ﾉ1jでき､家
賃は2,000～4,000円位です。〔青森県・金木町〕

阿
月
一
日
か
ら
か
適
当
で
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。

金
木
町
の
特
別
職
の
報
酬
は
昭
和
川

十
一
年
四
月
に
改
訂
さ
れ
た
き
り
現
征

に
至
っ
て
お
り
、
そ
の
間
、
物
価
の
上

界
、
一
般
職
の
給
与
引
き
土
げ
に
よ
り

特
別
職
の
報
酬
と
一
般
職
の
給
与
と
の

間
に
不
均
側
か
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
報
酬
の
引
き
上
げ
の
助
き
か
で

て
い
た
も
の
で
す
。

町
で
は
、
こ
の
溶
叩
を
検
制
し
て
、

引
き
上
げ
額
を
決
め
、
議
会
に
提
川
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
北
祁
叫
町
の
特
別
職
の
報
酬

額
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

｛
り
Ｃ

金
木
町
子
ど
も
会
行
成
公
迎
絡
協
議

会
は
二
川
十
川
午
後
一
時
か
ら
弘
伽
相

腕I唖|町長|助役|収入夜、
鮒|洲淵淵+柵i
TI"町-|-
逐出i:;;:;::|-綴と蝋
臓延|‘瀧屋|'&職峰|議員且

洲'洲聯淵，淵|+|洲:柵冊:必

連
絡
協
議
会
を
結
成

ｌ
子
ど
も
会
育
成
会
Ｉ

I こ
の
度
の
金
木
町
蒋
別
職
報
酬
群
議

会
委
負
は
択
の
と
お
り
で
し
た
。

脇
神
米
占
（
野
良
巾
鵬
協
組
合
踵
）
北

川
亥
之
助
（
金
木
町
尚
工
会
長
）
尚
杉

タ
ケ
（
金
木
町
迎
合
州
人
会
長
）
白
川

瀬
一
（
川
倉
土
地
改
良
Ⅸ
州
珊
僅
）
太

川
Ｈ
二
（
金
木
共
Ｍ
職
紫
訓
練
町
長
）

近
膝
元
二
（
金
木
町
共
川
林
組
合
迎
合

会
長
）
大
橘
忠
雄
（
北
派
帷
製
材
協
川

組
合
踵
）
叩
海
健
占
（
金
木
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
公
民
）
新
川
紡
弥
（
金
木
尚

校
踵
）
小
山
内
雅
昭
（
〃
森
銀
行
金
水

支
附
長
）

互
銀
行
金
木
支
勝
二
断
で
初
会
合
を
附

き
、
仙
の
巡
絡
を
強
化
す
る
た
め
に
連

絡
協
議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

金
木
町
に
は
ｎ
以
上
の
子
ど
も
公
細

織
が
あ
り
ま
す
か
、
樅
の
連
絲
が
と
れ

て
い
な
い
た
め
子
ど
も
公
Ｍ
心
の
椚
動

内
容
も
わ
か
ら
ず
、
価
点
ば
ら
ば
ら
に

活
肋
か
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

た
め
早
く
か
ら
町
内
子
ど
も
会
同
心
か

お
唖
い
に
鮒
し
合
え
る
腸
か
喫
蛾
さ
れ

て
お
り
、
昨
年
秋
に
″
な
わ
れ
た
金
水

川
社
会
教
台
大
会
で
も
折
摘
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
協
哉
会
発
足
は
初
め
て
の

た
め
、
役
幽
逸
出
と
伽
叩
な
粥
業
腓
川

が
諦
さ
れ
、
川
北
数
行
州
務
所
の
池
川

乖
州
か
子
ど
も
公
の
迩
捲
に
つ
い
て
瓶

波
し
ま
し
た
。
役
凸
氏
衞
次
の
通
り
で

す
。

会
長
嶋
派
健
占
、
川
会
是
今
正
志
、

同
小
山
内
雅
一
郎
、
鮓
邪
白
川
膝
列
、

三
上
半
次
郎
。

岬
で
価
旺
線
や
変
脈
器
な
ど
か
、
非

附
に
接
近
し
て
お
り
ま
す
。
感
化
珊
故

の
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
ご
伽
″
ね
が

い
ま
す
。

①
地
柱
に
の
ぼ
っ
た
り
、
他
線
や
変
圧

器
な
ど
に
ふ
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
し

な
い
で
下
さ
い
。

②
脳
柱
の
近
く
で
の
タ
コ
あ
げ
や
、
ス

キ
ー
あ
そ
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
岬
お
ろ
し
の
と
き
、
叩
の
ｋ
や
近
く

の
髄
線
に
卜
分
注
通
し
て
ド
さ
い
。

ま
た
州
込
線
を
切
ら
な
い
よ
う
に
瓢

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
糸
人
の
畑
蕪
修
川
は
感
畑
Ⅲ
故
の
も

と
で
す
。
必
ず
地
〃
会
社
に
迎
絡
し

て
、
な
お
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
切
れ
た
畑
線
や
、
だ
れ
た
他
線
を
見

た
ら
、
早
速
お
近
く
の
地
″
会
社
の

邪
業
所
に
述
絲
下
さ
い
」（

東
北
電
力
）

任
期
か
切
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
之

金
水
川
土
地
改
良
Ⅸ
（
水
珈
腿
侃
郎
州

柵
災
）
の
総
代
の
選
挙
畦
・
川
十
六
判

行
な
わ
れ
ま
す
。

鯛
一
避
挙
区
（
金
木
地
Ⅸ
）
は
第
一

保
育
所
で
、
鋪
・
一
選
準
区
（
洲
湘
地
Ⅸ
）

は
節
宝
保
育
所
で
、
投
蝦
岬
附
は
い
ず

れ
も
午
杣
九
時
か
ら
午
俊
一
時
ま
で
で

す
。

選
挙
さ
れ
る
総
代
の
数
は
、
輔
一
選

挙
区
か
十
八
人
、
第
二
選
號
ば
か
二
十

二
人
で
す
。

金
木
町
土
改
区
の
総
代
選
挙

三
月
十
六
日
に
実
施

込

感
電
事
故
を

な
く
し
よ
う

Ｋ
３
７
４
画
、
§
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蔑
割
訂
鍔
熱
劉
一

一

一
，
一
↓
墨
川
二
Ⅱ
（
Ⅱ
）
午
伽
十
時
一

金
水
尚
呼
学
校

｛
、
一
》
一
月
十
丘
川
（
上
）
午
川
十
時
一

金
木
燗
中
学
校

岬
、
望
川
十
七
日
（
川
）
午
朋
卜
時
一

今

金
水
中
学
校

一
．
一
菫
・
〃
一
十
琴
而
（
Ⅲ
）

午
側
時
金
木
小
学
校
．
一

一
茄
棚
小
学
校

一
，
三
月
や
・
十
川
Ⅲ
（
月
）

午
Ⅲ
時
時
Ⅲ
小
学
校
．
一

群
良
市
小
学
校
・
川
、
小
学
劃

一
‐
，
，
．
’
冒
亘
．
ｗ
Ｍ
叶
，
．
，
胃
弓
．
ａ
甲
Ｌ
８
ｒ
●
〃
曹
邑
。
△
Ｇ
ｒ
Ｂ
■
ｒ
Ｇ
ｒ
呂
』
哩
亘
１
，
ｈ
日
Ｆ
Ｏ
Ｊ
一

一
炎

町
少
年
育
成
貼
比
巡
肋
碓
進
研
究
協

縦
会
か
二
月
二
１
門
日
午
刎
十
時
か
ら

弘
前
机
〃
銀
行
余
水
文
牌
二
鯖
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

協
縦
会
に
は
尚
少
年
行
成
叫
比
会
縦

剛
会
長
の
武
川
礎
江
氏
、
雌
吋
年
の
家

所
踵
蛙
谷
川
〃
氏
、
金
水
町
尚
少
年
間

魎
協
鍍
金
瞳
の
三
上
政
列
氏
を
は
じ
め

金
木
町
の
関
係
川
体
（
役
助
、
教
向
委

口
会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
公
、

婦
人
会
、
吋
年
川
、
体
育
協
会
な
ど
）

の
代
斐
川
十
人
か
雌
ま
り
、
が
少
年
行

成
通
勤
組
織
の
在
り
方
、
通
勤
の
進
め

方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
恵
処
交
換
を

行
な
い
ま
し
た
。

協
縦
会
で
川
さ
れ
た
主
な
遮
兄
は
次

の
通
り
で
す
。

①
〃
少
年
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

箭
少
鮴
県
民
運
動
協
議
会

、

仙
人
が
意
見
交
換

住
宅
金
融
公
脈
は
仇
宅
箇
金
に
悩
ん

で
い
る
人
に
長
期
低
利
の
賃
金
を
武
村

を
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
金
水
町
に
お
け
谷
こ
の

置
金
の
利
川
件
数
は
北
梛
で
雌
も
少
な

く
、
昭
和
四
’
三
年
腿
に
お
い
て
、
板

柳
町
況
十
三
件
、
細
川
町
十
四
件
、
巾

咀
町
五
件
に
対
し
、
金
木
町
は
わ
ず
か

に
二
件
よ
り
あ
、
ま
せ
ん
で
し
た
。

住
七
資
金
に
閥
っ
て
い
な
い
か
ら
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
叫
ぶ

べ
き
現
象
で
す
が
、
胴
っ
て
い
な
が
ら

こ
の
制
皮
を
よ
く
知
ら
な
い
た
め
に
や

む
を
綿
す
、
商
い
金
利
の
賛
金
券
利
川

（
〃
年
の
家
な
ど
に
錐
川
生
椚
の
訓
練

の
た
め
蝿
期
合
術
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を

桁
す
）
に
派
通
す
る
の
は
大
き
な
効
処

が
あ
る
か
、
絲
甜
の
叩
か
ら
人
“
に
限

度
が
あ
る
の
で
、
な
ん
と
か
な
ら
な
い

も
の
か
。

②
汀
少
年
の
雌
余
行
成
に
は
組
織
漸
動

か
火
切
で
あ
り
、
細
繊
活
勤
に
は
折
導

折
か
ぜ
ひ
必
喫
で
あ
る
。
折
導
荷
錐
成

に
も
っ
と
″
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

①
川
稼
ぎ
、
共
嫁
ぎ
か
ら
起
る
い
ろ
い

ろ
な
問
題
を
も
っ
と
典
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

１
９
，
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
ｐ
ｆ
Ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｐ
０
』
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
６
．
も
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｂ
ｊ
乞
日
■
Ⅱ
Ⅱ
β
６
Ｌ
日
日
■
■
ｐ
０
Ｌ
Ｕ
８
Ｈ
Ｂ
ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ
．
、
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
β
・
も
Ⅱ
Ｈ
Ⅱ
ｐ
ｐ
込
曰
■
■
■
■
，
魁
日
■
■
Ｊ
Ｆ
ｐ
Ｌ
Ｈ
０
１
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｌ
Ｂ

住
宅
金
融
公
庫
資
金
の

利
用
に
つ
い
て

④
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
行
少
年
の
健

全
育
成
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
の
絲
成
、
体
協
の
発
腱
悪

に
つ
い
て
も
配
忠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

⑤
付
少
年
の
非
行
防
止
を
い
く
ら
叫
ん

で
も
、
大
人
の
盗
勢
、
社
会
の
環
境
か

悪
け
れ
ば
効
果
か
あ
が
ら
な
い
。
畷
境

の
惟
伽
、
大
人
の
教
行
も
並
行
し
て
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

①
統
帥
上
か
ら
も
〃
少
年
の
非
灯
か
坤

加
す
る
伽
呵
に
あ
る
か
、
関
係
者
は
こ

の
こ
と
を
も
っ
と
危
機
感
を
も
っ
て
実

感
し
、
対
策
を
洲
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Ｏ

⑦
ｒ
Ｔ
Ａ
は
学
校
に
対
す
る
財
政
援
助

州
体
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
か
、
本
来

の
川
的
で
あ
る
予
ど
も
の
推
せ
、
孜
行

効
米
の
呵
上
と
い
う
使
命
を
全
う
で
き

る
よ
う
に
儒
ん
な
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
″

を
考
え
皿
し
て
み
よ
う
。

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
大
変
残
念
な
こ

と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
金
融
公
叩
賛
金
は
年
五
分
五
Ｍ

十
八
年
償
迩
と
な
っ
て
お
り
、
衝
付
限

度
狐
は
木
造
住
も
の
賜
合
は
八
卜
九
万

円
で
す
。

な
お
、
こ
の
資
金
の
僧
入
れ
の
手
洸

き
や
投
甜
に
つ
い
て
は
、
五
所
川
腺
土

木
珊
務
所
廸
築
折
導
盛
で
机
淡
川
手
に

な
っ
て
、
税
明
に
出
川
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
川
ド
さ
い
。
役
賜
の

鯉
投
鰈
に
お
い
で
に
な
っ
て
も
紡
柵
で

す
。
．

枢
月
。
１
月
届
出
分

生
ま
れ
た
人

☆
繁
川
隆
志
（
彼
－
２
Ⅲ
）
岨
ケ
丘
川
地

☆
川
中
千
秋
（
秋
穂
２
父
）
蒔
川

☆
長
内
三
帷
子
（
弧
・
・
２
次
）
が
川

☆
川
Ⅲ
友
権
（
脈
行
腿
珊
）
孵
川

☆
三
上
洋
宛
（
浩
久
股
叫
）
神
腺

☆
三
渦
勝
子
（
碓
行
３
父
）
川
倉

☆
川
村
滴
（
健
児
２
Ｗ
）
水
町

☆
白
川
硲
（
枠
雄
踵
Ⅶ
）
川
魚

☆
沖
脇
備
也
（
礼
・
・
・
２
Ｗ
）
渉
野
川

☆
占
川
脈
が
へ
雌
雄
及
叫
）
蒔
川

☆
腺
川
い
伽
（
岾
術
２
友
）
滕
枝

☆
巾
附
怖
子
（
吹
義
２
度
）
満
松
川

☆
竹
内
留
美
（
文
犬
踵
攻
）
帆
Ｍ
町

☆
典
川
洋
明
（
秀
喉
踵
Ⅶ
）
川
術

☆
対
馬
旺
淀
（
脈
川
艮
叫
）
耕
松
町

☆
鵬
川
政
推
（
同
侭
腿
Ｗ
）
野
崎

☆
今
良
惟
（
余
雄
３
Ⅵ
）
林
町

五
所
川
陳
卯
税
糊
務
断
で
は
、
股
耕

川
侭
汕
の
輔
晶
次
免
税
叩
捕
を
沢
ぎ
の

と
お
り
受
付
け
し
ま
す
、

一
、
受
付
け
期
川
一
・
・
川
：
耐
か
ら
七

日
ま
で

一
、
受
付
け
賜
所
凡
所
川
腺
喋
税
珊

務
所

一
、
必
典
な
も
の
①
俳
作
祉
川
伽
（
股

業
委
凸
会
発
行
）
②
機
械
の
所
佃

証
明
伽
（
販
施
腓
ま
た
は
役
助
発

行
）
③
ハ
ン
コ

一
、
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
役
賜
税

務
課
ま
で

軽
油
の
免
税
申
請

の
受
付
け三

月
七
日
ま
で

☆
今
み
ど
り
（
災
職
２
度
）
哩
雌
部
然

☆
今
美
惟
子
（
雄
一
郎
災
女
）
川
端
町

☆
今
硲
ｆ
（
忠
遊
歴
女
）
ド
派
立

☆
商
川
反
・
一
（
界
２
Ⅶ
）
収
町

☆
舗
崎
巧
（
塊
捲
災
叫
）
ｋ
断
町

☆
鎌
川
仙
伽
（
肛
災
災
Ⅷ
）
収
川

☆
土
岐
純
一
（
嚥
行
股
叫
）
巾
町

☆
成
川
蹄
（
好
味
３
度
）
巾
杣
木

☆
外
崎
伸
子
（
波
股
戊
）
叩
杣
木

☆
川
中
城
（
満
惟
２
Ｗ
）
上
昭
和
川

☆
犬
亦
災
鈴
（
文
冊
隆
女
）
ｔ
派
硴

☆
小
松
干
化
（
猯
隆
父
）
後
川

☆
水
ド
〃
例
ｆ
（
油
光
災
女
）
新
捉
町

☆
舛
挫
柄
災
子
（
州
壮
股
典
）
新
城
町

☆
広
瀬
健
川
（
眼
光
２
Ｗ
）
ド
派
航

☆
腺
川
、
加
ｆ
（
勝
蛾
歴
女
）
巾
軸
木

☆
小
川
内
牧
（
尚
心
２
州
）
ド
ｈ
Ⅲ

☆
櫛
弘
繁
樹
（
忠
成
災
Ⅶ
）
下
船
利
町

☆
沢
川
る
り
ｒ
（
術
雄
２
女
）
新
捉
川

☆
阿
部
育
子
（
脈
川
災
女
）
ｋ
Ｍ
和
川

死
ん
だ
人

★
角
川
か
ね
（
じ
六
）
川
辿
町

★
中
村
リ
巾
へ
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